
ポーランド ワルシャワセミナー開催  

 

JICC はポーランド気候環境省との共催で 2022 年 9 月 29 日にポーランド・ワルシャワで現地セミナー

を開催した。 

 

【経緯/目的】； 

  ポーランドは、2050 年までの炭素排出量実質ゼロ（カーボンニュートラル）の実現という欧州連

合（EU）の目標達成およびエネルギーのロシア依存からの脱却を目指して、2033 年までに原子力

発電所を建設・運転を計画している。2022 年 2 月ロシアのウクライナ侵攻によるロシア産石油・

天然ガス輸入の停止から、ポーランド国内のエネルギーセキュリティーの意識が高まっており、原

子力の発電の役割、必要性がさらに注目されている。 そういった環境において、ポーランド/ワル

シャワで現地セミナーを開催し、エネルギーセキュリティにおける原子力発電の重要な役割につい

て議論することは、ポーランドの方々に原子力発電の重要性・必要性を促し、ポーランドの原子力

発電導入計画に資するものとしワルシャワにて現地セミナーを開催した。 

 

【結 果】； 

① ポーランド気候環境省 Adam Guiborgé-Czetwertyński 事務次官、在ポーランド日本大

使館 宮島特命全権大使による開催挨拶の後、ポーランド/日本両国のエネルギーおよび原子

力政策の紹介、エネルギー安全保障における原子力発電の役割について講演、また同テーマに

ついてポーランド側の代表者/日本側の講演者でパネルディスカッションをおこなった。 

② ロシアのウクライナ侵攻を受け、エネルギーにおける原子力発電の重要性は高まっており、その

影響もあり約９０名が参加し注目するセミナーとなった。 

③ セミナーの後、講演についての問い合わせも多く、講演資料を JICC の HP に掲載し、またポ

ーランド気候環境省 HP にもセミナーの様子が掲載された。 

 

 

 



ポーランド気候環境省 HP に掲載された記事 

 

https://www.gov.pl/web/klimat/wiceminister-adam-guibourg-czetwertynski-na-w-polsko-japonskiej-konferencji-nt-roli-energetyki-jadrowej 

 

                                                              以上 

https://www.gov.pl/web/klimat/wiceminister-adam-guibourg-czetwertynski-na-w-polsko-japonskiej-konferencji-nt-roli-energetyki-jadrowej

